































































































































































































































































































































































































































一　1＋XIS　1＋X2S Xl 0．10 0，198 0，114 0．10
4　3 X2 0．60 0，259 0，376 0．40
十XS 1X3 0．50 1，960 2，212 2．50
原制御系，モデルの構成 1X4 0，1760．0792 0．07570，075
X5 116．1 116．1 116．1 116．1?
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第11図　縮約計算結果と周波数応答の比較（社MC形の場合）
ロック図，両者の周波数応答曲線および評価関数ゐの収
束値を示している。各ケースとも，本計算のための入力
データは適合計算範囲として図中に示したように10点と
した。
　各図に示した原制御系は，製作会社，形式がそれぞれ
異なるものであるが，適合計算範囲以外の角周波数に対
しても振幅比は良く一致した結果が得られている。しか
し位相は，w・＝20以上の部分で合致しなくなるケースが
見られているが，これぼ原制御系とモデルとの次数の差
があるためであり，この部分まで一致せしめるために
は，モデルの次数を高める必要がある。
　適合計算範囲をw÷0．8～10とした場合のみを図示し
たが，この範囲を変更して計算を試みた結果，得られる
モデルは殆んど変化せず，上述と同様に振幅比，位相と
も良く一致する結果を得ている。
　本計算手法の適用にあたって，最大の問題点は，計算
初期値をどのように選定するかという点にあるが，試算
に供したAVR系においては比較的簡単に行うことがで
きる。この適切な選定法については今後検討を行う必要
があろう。
5．　むすび
　本文においては，線形系の新らしい縮約手法として，
周波数応答に着目した手法を開発し，線形AVR系に適
用を試み，良好な結果を挙げ得たことを示した。
　この手法は，モデルを何種類か準備しておくことによ
って，更に適切なモデルを選定するのに使用することも
できよう。‘また毛デルが線形であるならば，原制御系は
任意であり，本手法の適用範囲は相当広いものと考えら
れる。
　しかし，制御系あるいはシステムの縮約を考える場合
に，縮約結果をどのように利用するのか，その利用目的
に応じたモデルを定めることが肝要であり，無暗に縮約
を行うことは好ましいことではない。本手法は利用目的
に応じたモデルの定数決定に利用し得る手法である。
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